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研究論文 

主体的な学びを目指す中学校英語科の実践的研究 
－「見通し」と「振り返り」に着目して－ 

安永 敦也* 

A Study of Junior High School English Class for Positive Learning: 
Focusing on “Outlook” and “Reflection” 

Atsuya YASUNAGA 

【要約】本研究では主体的な学びの実現を目指し，中学校英語科において櫻井（2019）の「自ら学ぶ意

欲のプロセスモデル」及び「興味の 4 段階モデル」（Hidi ら 2006）を援用して授業開発を行った。生徒

の興味の状況を探り，開発した授業の成果と課題を明らかにすることが目的である。生徒の記述等を「興

味の 4 段階モデル」を用いて分析した結果，導入段階で生徒の興味を喚起させることに一定の効果は見

られたが，その興味の維持には課題があった。

【キーワード】英語科，主体的な学び，自ら学ぶ意欲のプロセスモデル，興味の 4 段階モデル 

１. 研究の目的

平成 28（2016）年に改訂された新中学校学習指

導要領によると，英語科においてコミュニケーシ

ョンを図る資質・能力の育成が最も重要とされて

いる。グローバル化が進むなかで，この資質・能

力の育成は一層必要とされると考えられ，授業改

善の視点として，「主体的・対話的で深い学び」の

実現が求められており，多くの学校ではそのため

の授業づくりが始まったところである。

 しかし，英語教育の実態としては，文法や語彙

等の知識習得を重視した授業や学習評価が行われ

ている現状がある。山縣（2000）は，英語の語彙・

文法・音声面に比重をかけすぎては，授業そのも

のが退屈になり，結局は学生のコミュニケーショ

ンしようとする態度も阻害されると警鐘を鳴らす。

すなわち，従来の知識習得のみを目的とする授業

を乗り超えて，英語という言語に興味を持つ視点

を重視すること，また，それを用いて何ができる

ようになるのかを生徒が自ら考え，主体的に取り

組む授業こそが，これからの英語科の学びに求め
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られるものであり，「主体的・対話的で深い学び」

の実現につながるものである。

近年の中学校英語科における「主体的な学び」

に係る先行研究では，「主体的・対話的で深い学び」

を目指す授業改善の研究は多く報告されているが，

主体的な学びの要素や興味の様相に言及した研究

は，管見した限り見当たらない。例えば，西田ら

（2018）は，主体的な学びを生み出す学習指導プ

ログラムの開発とその効果を探る研究を行なって

いるが，「主体的な学び」の重要な要素である生徒

の興味や意欲には言及されていない。

そもそも「主体的な学び」とは何なのか。「主体

的な学び」の要素について，理論に基づきながら

考察し，生徒の興味や意欲という視点から見つめ

直すことで，新たな授業改善の方略が見えてくる

と考える。

そこで，本研究では，生徒の学習意欲に着目し

て「自ら学ぶ意欲のプロセスモデル」（櫻井 2019）

及び「興味の 4 段階モデル」（Hidi, S., & Renninger, 

K. A. 2006）の考え方を授業構想の足場として，主
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体的な学びを目指した授業開発を行う。授業にお

ける生徒の興味の状況を探り，開発した授業の成

果と課題を明らかにすることが本研究の目的であ

る。 

 

２. 主体的な学びにかかる理論 

(1) 自ら学ぶ意欲とは 

 櫻井（2017）は，「主体的な学びを自ら学ぶ意欲

による学びそのもの」と述べ，学習意欲を，「自ら

学ぶ意欲（自律的な学習意欲）」と「他律的な学習

意欲」の 2 つに分類している。自ら学ぶ意欲とは，

自発的に学ぼうとする意欲であり，「内発的な学習

意欲」と「自己実現のための学習意欲」の 2種類

の意欲で構成されている（図 1）。 

 

 

図 1：学習意欲の分類 出典：櫻井（2017：3） 

 英語教育においては，「英語を学ぶことが楽しい」

といった知的好奇心に基づく学習意欲が，内発的

な学習意欲であり，「英語を使って〜できるように

なりたい」や「〜のように英語を使えるようにな

りたい」などの意欲が，自己実現のための学習意

欲といえる。本研究では，これらの知的好奇心や

自己実現のための学習意欲をもって学びに取り組

む姿を主体的な学びと定義する。 

生徒が「英語を学ぶことが楽しい」，「英語を使

って〜できるようになりたい」と思うことができ

る授業構想が必要であり，その学びのプロセスを

考察するために櫻井（2019）の「自ら学ぶ意欲の

プロセスモデル」に着目する。このプロセスモデ

ルを授業づくりの足場とすることで，主体的な学

びを実現する授業づくりが可能になるのではない

かと考える。 

 

(2) 「自ら学ぶ意欲のプロセスモデル」 

 櫻井（2019）は，自ら学ぶ意欲の尺度を考案す

るとともに，その知見から「自ら学ぶ意欲のプロ

セスモデル」（図 2）を提唱している。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2：「自ら学ぶ意欲のプロセスモデル」 出典：櫻井（2019：53） 
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このモデルでは，自ら学ぶ意欲が発現するプ

ロセスを「欲求・動機」，「見通し」，「学習活動」，

「振り返り（自己評価）」，「認知・感情」である

とし，さらに，このプロセスに影響を与える 3

つの重要な要因として，「メタ認知」，「情報」，

「安心して学べる環境」をあげている。このプ

ロセスモデルについて，学びの段階ごとに意欲

に関わる要素を取り上げて整理し，どのような

授業が自ら学ぶ意欲を活性化するのか，論じる。 

 まず，自ら学ぶプロセスが順当に生起するに

は，生徒が安心して学べる環境づくりが必要で

ある。つまり，教師が英語を使うことで英語を

使いやすい環境を作り，間違えても笑われない

環境を作ることである。すなわち，間違いを恐

れるより英語を使うことが重要であると共有す

ることである。それに加え，対話活動などを取

り入れ，情報を共有する場面や自己評価する時

間を確保して，自分の学びや自己を見つめる機

会を与えることが基盤として重要になる。 

 「欲求・動機」の段階は，自己実現のための

学習意欲の形成とその実現という意味から，重

要な過程である。授業の導入において生徒の興

味・関心をどれだけひきつけ，学びに没頭させ

ることができるかが重要で，それによって生徒

の主体性が動き出す。「英語を学ぶことが楽しそ

う」，「英語を使って〜できるようになりたい」

という意欲を引き出す学習課題の設定が重要に

なると捉える。 

 「学習行動」の段階では，学習の導入段階で

形成された動機が大きく影響を及ぼし，その結

果が，次の段階に影響を与える。つまり，授業

においては，毎時間振り返りを行い，学習の見

通しを持つ機会をもつことが，生徒が学び続け

るための重要な要素であると考える。 

 「認知・感情」の段階は，「英語を使って〜す

ることができた」や「英語を学ぶことは楽しい」

と生徒が達成感や充実感を感じることが重要で

ある。それにより，生徒は次の学習に対する意

欲を持つことができ，自ら学びを続けることを

可能にする。また，学習活動がうまくいかない

場合であっても，「次はもっとできるようになり

たい」と感じることができれば，次の学習につ

ながる意欲となる。これまでの学習を振り返る

場面を設定し，自分の学びを見つめ直すことで，

このような意欲につなげることが可能になるの

ではないかと考える。 

このような繰り返しによって新たな意欲が形

成され，次の学習が起こるという循環が起きる

のである。すなわち，授業においても，1時間 1

時間，単元と単元という繋がりを持たせること

が必要であると捉えることができる。 

 

(3) 「見通し」と「振り返り」 

「見通し」と「振り返り」は，「自ら学ぶ意欲の

プロセスモデル」の要素である。生徒が学びを

進める上で，欠くことのできない重要な自己調

整学習の要素でもある。 

 「見通し」の段階では，単元全体や 1時間の

授業の中でどのように学ぶか，課題に取り組む

ときにどんな順番で，どんなやり方で解いてい

くのかということを意識したり，何がわかって

いて，何がわかっていないのかという自分自身

の現在位置を把握し，課題達成のために，目標

を定めたり，方法や手立てを考えたりすること

であると捉える。櫻井（2019）は，この「見通

し」について，学習への関心・意欲を高めるた

めには，単元全体を見通す場面や単元を通して

どのような力を身につけるのかを理解する場面

をどのように設定するかが重要であると述べて

おり，この「見通し」が授業改善のポイントに

なりうると考える。「見通し」を通して，単に何

を学ぶのかを知るだけでなく，学習後の自分や

その先の将来の自分を想像しながら学ぶことが

必要である。そして，そのイメージした自分に

なるために，学習方法を自分で選択することが

できるようになるのが目指すところである。そ

のためには，学習後に自分の状況を見つめ直し，

その状況によって適宜，学習方法を変更してい

くことも必要になる。 

 「振り返り」について，櫻井（2019:59）は，
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授業内容について一定の理解がなされたり課題

が成功したりした場合には，学ぶことのおもし

ろさや楽しさ，有能感や充実感が生じることが

あり，この認知や感情を生じさせるためには，

授業内容の理解や課題遂行（結果）に対して，

自己評価を行うことが重要であるとする。つま

り，単元全体や 1時間の授業の中での自分の学

びを見つめ直し，学びの定着や次の学習に向か

う意欲を高めることや，自己変容を感じること

が振り返りの意義である。単に，自分の学習を

見つめ直すだけでなく，それを次の行動に移す

ことが必要であり，そのためには，学習後の状

況を見つめ直したときに，次の行動や学習に移

すための意欲を生み出すことが重要である。そ

のため，学習内容がわかった，できたという振

り返りだけでなく，わかった，できたから次は

どうするのか，できなかったから次の時はどう

変えるのかまで考えることが今回の授業構想に

おいてポイントになると考える。 

 

 

 

(4) 興味発達の 4 段階モデル 

 ここまで，櫻井のプロセスモデルについて述

べてきたが，これは，授業の枠組みや授業の構

想に係るものである。つまり，櫻井のプロセス

モデルだけでは，生徒視点からの主体的な学び

に着目することができない。すなわち，学習者

の主体的な学びの状況や学びの状況や変化を十

分に捉えることができないということである。

そこで，中谷（2012）が著で示したハイディら

（2006）の「興味発達の 4 段階モデル」（図 3）

に着目する。生徒の興味の変容を捉えていくこ

とにより，これまでにない新たな視点からの主

体的な学びの実現が可能になるのではないかと

考えた。 

ハイディらは，興味は，主として課題や活動

に依存して生起する状況的興味と，学習者自身

の関心や価値観によって生起する個人的興味と

に分けられるとしている。初期の 2 段階では，

比較的短期的で状況依存的なものとして喚起し，

後期の 2 段階では，興味は個人の特性に近いも

のとして生起し，特定の課題や状況に限定され

ず興味喚起の傾向が示されるとしている。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
注）Hidi ら（2006）の「興味発達の 4 段階モデル」を中谷（2012）が図に表したもの 

図 3：ハイディの興味発達の 4 段階モデル 

 

第1段階

状況的興味の喚起

•驚きのある、また
は個人的な重要性の
あるテキスト内容や
環境特性によって喚
起する

•環境が主体となり
おもに外的に生じる

•小集団活動やパズ
ル、コンピュータな
どの学習環境で引き
起こされる

•特定の活動に長時
間取り組むような個
人特性によって生じ
やすい

第2段階

状況的興味の維持

•課題の有意味さや
関与によって維持す
る

•環境が主体となり
おもに外的に生じる

•プロジェクト型学
習、協同活動、
チュータリングなど
の学習環境で生じる

•特定の活動に長時
間取り組むような個
人特性によって生じ
たり生じなかったり
する

第3段階

個人的興味の出現

•肯定的感情、知識
や価値の蓄積によっ
て特徴づけられる

•自己が主体となる
が、友人や熟達者な
ど外からの支援も必
要

•学習環境によって
促進することが可能

•発達した個人的興
味に結びついたり結
びつかなかったりす
る

第4段階

発達した個人的興味

•より肯定的な感情
や知識、価値の蓄積
があり、以前の経験
からある課題への取
り組みを価値づける

•自己が主体となっ
ておもに内的に生じ
る

•知識構築につなが
る相互作用や挑戦の
ような学習機会に
よってより深化可能
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中谷（2012）は，このような興味の発達段階

のうち，第 3 段階，第 4 段階の特徴として，主

体が個人にあることを示している。初めは，環

境や与えられたものによって喚起した興味であ

っても，それに関与し続けることで，肯定的感

情や，知識や価値の蓄積によって興味の方向が

個人に向かうということである。このように興

味の主体が自己に切り替わっていくと，自己調

整の向上，すなわち，学習者が自身の学習過程

に能動的に関与し，情報や考えを精査しより深

い学びにもつながることが，ハイディらの研究

で明らかになっていることを示している。 

英語科の授業においても，初めは教師によっ

て与えられた課題や教科書の題材などの与えら

れた環境によって喚起した「状況的興味」が，

授業が進む中でそれに関与し続けたり，友人と

の協働や教師からのフィードバックを受けたり

することにより，蓄積されることで維持され，

他者との関わりの中で，個人の状況や学びに基

づく「個人的興味」に転換していくことが自己

調整学習の向上，すなわち，英語科における主

体的な学びにつながるものになる。 

 そこで，本研究では，この個人的興味の出現

を促し，発達させていくことが「自ら学ぶ意欲」，

すなわち「主体的な学び」の実現につながるも

のであると捉える。 

 

３. 主体的に学ぶ英語科の授業原理 

中学校学習指導要領外国語編に示されている

外国語科の目標は，「コミュニケーション能力に

おける見方・考え方」を働かせながら，「コミュ

ニケーションを図る資質・能力」を育成するこ

とである。 

英語のコミュニケーション能力の育成の向上

を考えると，生徒の主体的な学びを活性化させ，

生徒の興味を状況的興味から個人的興味へ，す

なわち，櫻井（2017）のいう自律的な学習意欲

へと変化させることが重要である。生徒の興味

が状況的興味から個人的興味に高まっていくこ

ととは，授業の中で教師によって与えられた課

題に取り組むことからスタートするが，その取

り組みに熱中したり，もっとよくするために自

分で試行錯誤しようとしたりする中で，新たに

個人的興味が生まれ，学習者として自律してい

くことであると捉えた。 

例えば，学習内容を理解しよう，成績をあげ

ようとする気持ちから，英語を使って相手に自

分の考えをうまく伝えよう，相手の意図を読み

取ろうと自ら試行錯誤したり，そのための情報

を得るためにもっと知りたい，分かりたいとい

う気持ちに変化したりすること，ひいては，外

国語話者や外国語及びその背景にある文化によ

り深く関わろうとしたりする姿へと変化してい

くことでもある。こうした姿こそが生徒が主体

的に学ぼうとしている姿であり，「外国語による

コミュニケーション能力における見方・考え方」

に示されている「外国語で表現し伝え合うため，

外国語やその背景にある文化を，社会や世界，

他者との関わりに着目して捉え，コミュニケー

ションを行う目的や場面，状況に応じて，情報

を整理しながら考えなどを形成し，再構築する」

姿につながっていくものと捉えている。 

 そこで，本授業実践では，生徒の主体的な学

びを促すために，櫻井（2017）の「自ら学ぶ意

欲のプロセスモデル」の理論に基づき，見通し

を持って学び，その学びを振り返り次の学習に

つなげるというサイクルの循環を重要視して単

元を構成する。また，ハイディの「興味の 4 段

階モデル」に基づき，生徒の興味の発達段階を

基盤に個々の授業を構成した。さらに，生徒に

個々の目標を持たせることで見通しと振り返り

を活性化し，その学びの中で，他者との関わり

や，目標を意識して取り組むことで自己を主体

とした興味が生まれることを目指す。 

 

４. 主体的な学びを目指す中学校英語科の開

発 

(1) 研究授業の実施 

研究授業は，令和 3 年 6月に S市内公立中学

校第 2 学年を対象に実施した。単元は「New 



安永 主体的な学びを目指す中学校英語科の実践的研究 

251 

Horizon2 Unit2 Food Travels around the World」を

扱い，全 10時間で授業を行なった。  

この題材は，日本のカレーが世界の食文化の

影響を多大に受けていることから，外国の食文

化を学び，日本の食文化との違いを知るといっ

た内容である。外国の食文化については 1 年時

にも扱う内容があるため，今回の単元では，故

郷である「佐賀の美味しいものを外国の人にア

ピールしよう」といった単元を貫くテーマを設

定して授業を行なった。学習テーマという大き

な枠組みは教師が設定したが，その中に，生徒

が自分の興味のあるものを調べる活動を入れ，

生徒が主体的に学びをつくっていけるようにし

た。 

 

(2) 授業構想 

 前年度の探究実習で行った授業実践を基盤に

しながら，「興味の 4 段階モデル」の視点を加え

て授業を構想した。具体的には，表 1 に示した

ように，「状況的興味の喚起」，「状況的興味の維

持」，「個人的興味の出現」，「発達した個人的興

味」の発現を意図した 4過程からなる授業を構

成した。ここからは，それぞれの過程における

ねらいを説明していく。 

 

表 1：単元構想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まず，導入時では，「興味の 4 段階モデル」の

「状況的興味の喚起」の発現を意図し，次の 4

つの手立てを加えた。 

ア 単元課題を示す 

 まず，授業の初めに単元課題を学習テーマと

して提示した。それによってこれからどんなこ

とを学ぶのか見通しを持たせることをねらった。

今回は，学習テーマを「佐賀の美味しいものを

外国の人にアピールしよう」と設定し，外国語

話者との交流という場面をゴールの活動とした。

身近な佐賀という故郷をテーマし，外国語話者

との交流を意識することで，教材の食文化にも

触れつつ，佐賀の文化を他者に伝えるために，

情報や表現の仕方を試行錯誤しようとする英語

科の目標に則した生徒の状況的興味を高めるこ

とを意図して設定した。 

イ ルーブリックを示す 

 次に，単元課題をさらに具体化するための手

立てとしてルーブリック（表 2）を作成し提示

した。このルーブリックを用いて目標を設定す

ることにより，生徒が自分の英語力を振り返り

自分らしい程よい目標を持つことを意図した。

表5の通り，7つの英語力に係る項目からA，B，

C と選ぶ形で目標設定ができるようにした。例

えば，英語が苦手な生徒は頑張って B を目指そ

うとしたり，得意だから A を目指そうとしたり

するなど，それぞれのレベルに合わせた目標を

持つことができるとともに，自分の現状を見つ

め直す機会になるようにした。これをもとに，

毎時間の学習を振り返ることで，学びが蓄積さ

れ，状況的興味が維持されたり，その積み重ね

の中で個人的興味に転換されたりすることをね

らった。具体的な目標は，明確な見通しにつな

がるとともに，生徒の状況的興味を引き出す手

立てにもなりうると考えた。 

ウ モデルスピーチを行う 

 さらに，単元課題を具体化するために，教師

によるモデルスピーチを行なった。教師がモデ

ルを示すことで，実際の目指す姿を明確につか

むことができるとともに，ルーブリックだけで

学習過程
興味の４段

階モデル
時

研究に関係の深い学習活動・教

師の指導

・単元課題を⽰す（教師）

・モデルスピーチを⾏う（教

師）

・ルーブリックを⽰し（教

師）、⽬標を⽴てる（⽣徒）

・単元課題に挑戦する（⽣徒）

展開①
状況的興味

の維持
2〜5

展開②
個⼈的興味

の出現
6〜8

・ALTにスピーチし、質問に答

える（⽣徒）

・単元の振り返りを⾏う（⽣

徒）

・毎時間、⽬標に対する振り返

りをする（⽣徒）

1
状況的興味

の喚起
導⼊

まとめ
発達した個

⼈的興味
9，10
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は具体的なイメージがつかめない生徒の手立て

にもなり得ると考えた。また，教師がモデルス

ピーチを行うことで，生徒は「自分もあんなふ

うに英語を話せるようになりたいな」という目

的意識や状況的興味を引き出すことを意図した。 

エ 最終課題に挑戦する 

 授業の最後には，実際に単元課題に挑戦する

場面を設定した。1 時目のこの時点では，生徒

はまだこの単元の内容を学んでいないので，既

有知識のみで取り組まなければならない。その

ため，今の自分の状況を見つめ直す機会になり，

これから学びを進めていく上で，自分に必要な

力を認識することができる。プロセスモデルに

おいてもメタ認知が基盤を成すように，現状を

知るということはこれからの学びに重要である。

そうした気づきを持つことで，その課題を克服

しようという状況的興味が生まれることを意図

したものである。しかし，課題の難易度が高す

ぎて生徒の興味が損なわれることのないよう配

慮も必要である。 

 

表 2：作成したルーブリック 

 

 

次に，展開時では，「興味の 4 段階モデル」の

「状況的興味の維持」と「個人的興味の出現」

の発現を意図して授業を構成した。前述したよ

うに，「状況的興味の維持」には，課題の有意味

さや関与が必要である。そのため，毎時間の終

わりに学習状況を振り返る場面を設定した。1

時目に立てた目標と比較しながら自分の学びを

振り返ることで，生徒は自らの学びを価値づけ

ることができ，状況的興味の維持がなされるこ

とを目指した。 

また，「個人的興味の出現」には，知識や価値

の蓄積が必要であることから，毎時間学習を振

り返り，自らの学びを価値づけることを繰り返

し行なった。それによって，生徒はその価値に

気づき，それまでは環境などの外的要因によっ

て生起していた状況的興味が自分自身に向き，

自己が主体となる興味が出現することを意図し

た。さらに，この段階に達するには，友人や熟

達者などの外からの支援が影響を与えることが

ある（ハイディら 2006）ため，学習活動の中

にも，協働による学びの時間を取り入れるよう

にした。 

単元最後のまとめ時では，「興味の 4 段階モデ

ル」の「発達した個人的興味」の発現を意図し，

次のア，イに示した 2 つの手立てを取り入れた。

この個人的興味が発達していくことが次の学び

への意欲につながるものであると捉えた。 

ア A L T との協働 

 まとめ時には，これまで学んできたことの成

果発表の場面として，A L T との協働場面を設

定した。学習テーマである佐賀の美味しいもの

を実際に外国語話者である A L T の先生に紹介

することで，これまでの学びの成果を実感でき

るようにした。外国語話者という異なる文化や

社会的背景を持つ人との関わりは，新たな発見

の場となる。自国の文化についても諸外国を知

ることで，新たな一面も見えてくるだろう。外

国語話者とのコミュニケーションは，生徒にと

って真正の学びであり，一つのハードルでもあ

る。情報を集めたり，表現の仕方を学んだりす

る姿は，まさに外国語科の目標の実現といえよ

う。 

「発達した個人的興味」には，肯定的な感情

や知識，価値の蓄積や取り組みの価値づけが必

A B C 
声の大きさ よく聞こえる声で話せた 

たまに声が小
さくなった 

後ろまで声が
届かなかった 

リズム 
イントネー
ション 

英語らしいリ
ズム・イントネ
ーションで話
せていた 

2、3 回間違え
た 

4 回以上間違え
た 

発音 正しく発音で
きた 

2、3 回間違え
た 

4 回以上間違え
た 

目配り 相手をよく見
て話せた 

相手を時々見
て話せた 

相手を見て話
せなかった 

語数 70 語以上書け
た 

50 語以上書け
た 

49 語以下しか
書けなかった 

文の内容 

食文化や歴史
的背景を踏ま
えながらアピ
ールすること
ができた 

佐賀の美味し
いものをアピ
ールする紹介
文を書くこと
ができた 

佐賀の美味し
いものをアピ
ールできなか
った 

文法 
これまでに学
習した表現も
使って書くこ
とができた 

接続詞を使っ
て書くことが
できた 

接続詞の使い
方がわからな
かった 
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要であるため，A L T との協働を通して，生徒

が自らの学びを価値づけることができることを

意図した。 

イ 単元の振り返り 

 単元の終わりには，これまでの単元の学習を

振り返り，1 時目に立てた目標の自己評価を行

なった。これにより，当初の程よい目標を達成

することができれば，自分のこれまでの学びを

価値づけることができ，次はさらにできるよう

に頑張ろうといった新たな興味や有用感が生ま

れることを意図した。目標が達成できなかった

場合でも，自分のこれまでの学びを見つめなお

す機会となり，次は目標を達成できるように頑

張ろうといった次への個人的興味が生まれるこ

とを意識したものである。また，目標はルーブ

リックに基づくものなので，振り返った際に，

自分の課題を明確につかむことができ，より具

体的な目標をもって次の学習にのぞむことがで

きると考えた。また，1 時目に挑戦した単元課

題と最終成果を比較することで，自分の成長を

実感でき，学びを価値づけることができるよう

な場面となるように配慮した。 

ここまで述べてきた授業構想に加え，振り返

りシート（図 4）も生徒の思考の流れを意識し

ながら考案した。学習テーマ，ルーブリック，

目標，毎時の振り返り，単元の振り返りを 1枚

のシートに載せることで，常に目標を意識しな

がらメタ認知を繰り返しつつ授業に取り組むこ

とを意図したものである。毎時間の見通しと振

り返りと，単元の見通しと振り返りという大小 

のサイクルを 1枚の振り返りシートで一覧でき

るようにした。さらに矢印も加えて学習の流れ

を明示することで，生徒の思考を助け，生徒が

見通しと振り返りをスムーズに行うことができ

るようにした。 

 

５. 授業実践 

(1) 分析の方法 

分析においては，振り返りシートに書かれた

毎時間の振り返りをリソースとし，生徒の興味

に着目した学びの状況やその変容を探り，構想

した授業や振り返りシートの成果と課題を考察

した。さらに，SCAT（大谷 2007）に基づき，

生徒の記述を質的に分析し，個々の生徒の学び

の様子を読み取った。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4：作成した振り返りシート 



佐賀大学大学院学校教育学研究科紀要 第 6 巻 2022 年 

254 

(2) 結果と考察 

１) 各段階におけるクラスの興味の状況の分

析 

 ハイディの「興味の 4 段階モデル」に基づき，

生徒の振り返りシートの記述を分析した結果，

次の表 3 のような結果が得られた。 

 

表 3：各学習段階における興味の状況 

 
 

これらの結果から，次の 3 つのことが明らか

になった。 

① 導入の過程で 80%以上の生徒に「状況的興

味の喚起」がみられたこと 

② 「状況的興味の維持」の段階で，約 50%と

減少したこと 

③ 「状況的興味の維持」がみられた生徒の多

くは，「個人的興味の出現」，「発達した個

人的興味」と興味の段階を発達させること

ができたこと 

これらを整理すると，導入過程における手立

ては，主体性を生み出す意欲の喚起に効果的だ

が，それを維持することに課題があるというこ

とである。維持されれば，その後の興味が発達

する可能性が高くなることから，維持するため

の手立ての重要性が示唆された。 

こういった状況が生まれた背景として，生徒

が学習内容に困難さを感じてしまい，学びに価

値を実感できない状況があり，それが影響を与

えたのではないかと考える。導入段階において

多くの生徒は，「目標を達成しよう」や「佐賀の

美味しいものを調べたい」といった興味が起き

ていたが，状況的興味の維持の要素である，課

題の有意味さや関与が十分でなかったために，

興味が喚起した生徒でも持続しなかったものだ

と考えられる。すなわち，今回の実践で生徒が

学びに価値を見出すための手立てとして考えた

「目標を立て毎時間振り返ること」だけでは，

状況的興味を維持するには十分ではなかったと

言える。重要なことは，展開①の授業時であっ

ても，目標を意識できる授業構想にしたり，英

語のおもしろさが伝わる教材を工夫したり，毎

時間の振り返りに対するフィードバックを行っ

たりすることで改善されるのではないかと考え

る。 

 

２) SCAT に基づく生徒の記述分析 

SCAT とは言語データをセグメント化し，そ

のそれぞれに 1）データ中の着目すべき語句， 2）

それを言い換えるためのデータ外の語句，3） そ

れを説明するための概念，4）そこから浮かび上

がるテーマ・構成概念，の順にコードを考案し

て付していく 4 ステップのコーディングと，そ

のテーマや構成概念を紡いで，ストーリーライ

ンを理論記述する手続きからなる分析手法であ

る（大谷 2007）。 

さらに，本研究では，福士ら（2011）の分析

方法を参考にしながら，セグメント化の前に，

よく似た記述をしている生徒を集めてカテゴリ

ー化し，グループとして特徴を整理した。生徒

の短い記述の欠点を補う手法である。 

この 2 つの分析手法を用いて，「興味の 4 段階

モデル」に基づき興味の変容を分析すると，そ

の様相は 6 つの状況に分けられることが明らか

となった。表 4 にそれらの状況について概要を

示した。これらのア〜カについて，興味の変化

に着目した学びのストーリーラインを以下に述

べる。 

ア 「状況的興味の喚起」から「発達した個人

的興味」の段階まで到達している状況 

この状況の生徒は，1 時目に提示したモデル

スピーチやルーブリックをもとに目標を立て，  

状況的興味
の喚起

状況的興味
の維持

個⼈的興味
の出現

発達した個
⼈的興味

導⼊
27⼈
（82%）

展開①
17⼈
（52%）

展開②
16⼈
（48%）

まとめ
18⼈
（55%）



安永 主体的な学びを目指す中学校英語科の実践的研究 

255 

表 4：生徒の興味に関する 6 つの状況（概要） 
ア 「状況的興味の喚起」から「発達した個人的興味」

の段階まで到達している状況 
イ 「状況的興味の喚起」から「個人的興味の出現」

の段階まで到達している状況 
ウ 「状況的興味の喚起」から「状況的興味の維持」

の段階まで到達している状況 
エ 「状況的興味の維持」は見られないものの「状況

的興味の喚起」と「発達した個人的興味」が見ら

れる状況 
オ 「状況的興味の出現」が見られる状況 
カ 「状況的興味の出現」が見られない状況 

 

これからの学習の明確な見通しを持つことがで 

きていた。自分の状況を客観的に分析して，目

標を立てることができていることがうかがえた。

2-5 時目では，学んだことを目標達成のための

手がかりとして捉えることができていて，毎時

間の振り返りを通して，常に目標を意識して授

業に取り組むことができている様子がうかがえ

た。6-8 時目では，友人との交流や発表練習を

通して，発表を徐々に意識しながら取り組む中

で，発表をよりよいものにするために取り組み

方について考えていた。その取り組みを振り返

り，課題を次の発表に生かそうという意欲が見

られた。9-10時目の成果発表を通して，新たな

課題を見出し，次の学習では解決しよう，もっ

とできるようになりたいという明確な目標を持

つことができている。 

この状況の生徒の特徴は，自己分析を行い，

自らの状況を客観的に見つめながら学習に取り

組めているということである。 

イ 「状況的興味の喚起」から「個人的興味の

出現」の段階まで到達している状況 

 この状況の生徒は，1 時目に提示したモデル

スピーチやルーブリックをもとに目標を立てる

ことができていた。さらに，佐賀の美味しいも

のを外国の人にアピールしようという学習テー

マに対しても興味を示していた。2-5時目には，

学習内容は理解していて特に，発音に対する意

識が高い。一方で学習内容に難しさを感じてい

る様子も見受けられた。6-8時目の時間では，1

時目に喚起した課題に係る興味に基づき，佐賀

の美味しいものを紹介しようという意欲が見ら

れた。その中で，難しさを感じながらも，友達

との関わりの中で，参考にしたり，アドバイス

をもらったりすることで，達成への手掛かりに

している様子が見られた。9-10時目の発表を通

して，目標を振り返る中で，課題点が見つかっ

ていた。達成度にある程度納得しているものの，

もう少しできるようになりたいという意欲が見

られるも，明確な目標を立てるというところま

では達していなかった。 

この状況の生徒の特徴は，困難を他者との協

働によって乗り越えたが，個人的興味の発達は

見られなかったことである。 

ウ 「状況的興味の喚起」から「状況的興味の

維持」の段階まで到達している状況 

 この状況の生徒は，1 時目に提示したモデル

スピーチやルーブリックによって，明確ではな

いものの，佐賀について知りたいや頑張りたい

といった前向きな意欲が見られた。2-5 時目に

は，学習内容に困難さを感じながらも，目標達

成への手掛かりをつかみ，少しずつ覚えていき

たいや，もっとできるようになりたいといった

記述が見られた。発音やリズムに関しては，目

標達成に繋げることができているが，新出の学

習内容を自身の発表に繋げることができたとは

記述から読み取れなかった。6-8 時目では，調

べ学習に取り組んでいる様子はうかがえるが，

困難さを感じているようであった。そのためか，

9-10時目の発表を通して達成感や喜びは見られ

るものの，そこから新たな発見や課題を見つけ，

次の学習に繋げようといった記述は見られなか

った。 

この状況の生徒の特徴は，困難さを乗り越え

ることができず，それによって興味が離れてい

ってしまったということである。 

エ 「状況的興味の維持」は見られないものの

「状況的興味の喚起」と「発達した個人的

興味」が見られる状況 

 この状況の生徒は，1 時目に提示したモデル

スピーチやルーブリックによって，これからの

学習意欲が見られた。しかし，できない，難し
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い，あまり得意ではないからといったネガティ

ブな感情も見られた。そのためか，2-5 時目の

授業の振り返りでは難しかったという記述が目

立ち，内容理解でいっぱいで目標達成とつなげ

ることができていなかった。しかし，最終的に

は，発表を通して次の学習への明確な目標を持

つことができていた。2-5 時目では，困難さか

ら興味が離れていっている様子が見れるが，そ

の後，他者との関わりや ALT の先生への発表を

通して，自分の状況を客観的に見ることができ

るようになったようであった。その結果，学習

後に，次への学習意欲や明確な目標を持つこと

ができるようになっていた。それは，発表がう

まくできたかどうかに関わらなかった。 

この状況の生徒の特徴は，困難さを他者との

協働によって乗り越えたことである。イとの違

いは，それによって自らの学びを客観的に見る

ことができるようになったことである。 

オ 「状況的興味の出現」が見られる状況 

 この状況の生徒は，1 時目に最終課題に取り

組むことで，十分に書くことはできなかったけ

れど，しっかり書けるようになりたいといった

これからの学習に対する意欲を持つことができ

ていた。この段階では，困難さにぶつかっても

挫けず頑張っていこうと感じることができてい

た。しかし，2-5 時目の段階では，学習内容に

困難さを感じてしまっていた。その困難さが，

頑張ればできそうと感じることができないもの

であったために，1 時目に喚起した興味から離

れてしまったものだと感じられた。目標と学習

内容を繋げて考えることもできなくなってしま

っていた。6 時目以降もその困難さを維持した

ままであるものの，他者との関わりや発表を通

して，目標を達成するためのきっかけや手掛か

りを掴みかけていた。 

この状況の生徒の特徴は，喚起した興味が困

難さによって初期の段階で離れてしまったこと

である。 

カ 「状況的興味の出現」が見られない状況 

 この状況の生徒は，全体的に記述の内容が「で

きた」「できなかった」「よかった」などの事実

について書かれていて，客観的に自分の学習状

況を見つめたりしている様子がうかがえなかっ

た。ルーブリックを用いて目標を立てることで，

自分の学習状況を見つめやすい手立てを取り入

れたつもりだったが，このグループの生徒には，

他の手立てが必要だったのかも知れないと考え

た。 

この状況の生徒の特徴は，事実のみの記述で，

自分の学びの様子について客観的に見ることが

できていないということである。 

以上の生徒の興味に関する 6 つの状況を特徴

別に整理すると次のようになる（表 5）。 

これら 6 つの状況に見られる特徴をキーワー

ドとして拾い上げると，「学習意欲」，「自己分析」，

「困難さ」，「他者との関わり」，「次の目標があ

る」，「明確な目標がある」の６つに分類できた。

その中の「自己分析」とは，学習状況を客観的

に分析して，目標を立てることができていると

いう状況であり，「困難さ」は，学習内容に対し

て難しさを感じている状況である。これらの特

徴が 6 つの各状況に見られるかどうかを表した

のが表 5 である。 

 

表 5：生徒の興味に関する 6 つの状況にみられ

る特徴 

 
注）「〇」はその状況にある，又はその状況が見られたグルー

プであり，「―」はその状況が見られなかったグループである。 

  

以上の結果から，指導上の成果と課題として

次の 3 点が考えられる。 

① 興味の発達段階に基づく授業展開 

 生徒の興味の発達段階に基づき授業を構想し

学習意欲 ⾃⼰分析 困難さ
他者との
関わり

次の⽬標
がある

明確な⽬
標がある

ア ○ ○ ー ○ ○ ○
イ ○ ー ○ ○ ○ ー
ウ ○ ー ○ ー ー ー
エ ○ ー ○ ○ ○ ○
オ ○ ー ○ ー ー ー
カ ー ー ー ー ー ー
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ことにより，多くの生徒は，個人的興味を持つ

段階までは達することができた。主体的な学び

の要素となる興味や学習意欲を生み出す授業と

して，一定の効果を持つ授業を作り出すことが

できたと捉える。 

② 他者との協働の場面を設定すること 

 多くの生徒は，他者との協働によってその興

味を発達させることができたと捉えた。自分だ

けでは自身の学びを客観的に見つめることがで

きなくても，他者と比較したり，参考にしたり

することで自身の学びの状況を客観視できるよ

うになる。興味を発達させることにおける他者

の存在の重要性を感じた。 

③ 課題の難易度 

 興味が離れていった生徒の多くは，課題の難

易度が高すぎたことが原因であることがわかっ

た。生徒が積極的に学習に取り組むには，その

課題に取り組む意義を感じることだけでなく，

頑張ればできるかもしれないと思えるような課

題である必要がある。生徒の状況を見ながら生

徒の実態にあった課題設定が必要である。 

 

３) インタビューからみる「振り返り」の効果 

さらに，生徒の記述のみでは読み取ることの

できない生徒の学びの様子を分析し，課題を明

らかにするために，12名の生徒にインタビュー

調査を行った。本稿では，2 名の生徒を取り上

げ，毎時の授業で行った「振り返り」の効果に

ついて考察する。 

① 生徒 A の場合 

生徒 A は，「状況的興味の喚起」から「発達

した個人的興味」の段階まで興味が高まった生

徒である。ALT とのパフォーマンス課題では，

紹介文の英文は 3 段階（A,B,C）中の A であり

標準を超えるレベルに達していた。実際の ALT

への発表でも十分に目標を達成することができ

た生徒である。この生徒 A との会話の一部を表

6 に示す。 

生徒 A は，目標を立てて進めた今回の授業に

ついて，「目標を達成するためにこういうことを 

表 6：生徒Ａのインタビューの内容（一部抜粋） 

〈インタビュー事例 A〉 

T:1 時間目に目標をたててそれを元に進んで

いくという授業のながれをどう思ったか

な？ 

生徒 A:あらかじめ何をするかというのがわ

かって授業が進むから，授業の中で目標を

達成するために，こういうことしようとい

うのが自分の中で決められていいと思い

ました。 

T:毎時間の終わりに目標をもとに振り返り

をすることについてどう感じた？ 

生徒 A:学習を振り返ったり，次の学びを確認

できるのでいいと思いました。 

  

しよう」と「自分の中で決め」ながら学習を進

めていったことが分かる。毎回の振り返りにつ

いては，「振り返ったり，次の学びを確認できる」

と整理しており，振り返りながら次の学習の目

標へとつなげていたことが分かった。 

以上のことから，1 時目の目標設定と振り返

りシートによる振り返りが，生徒 A が自分で学

習をつくっていくことに少なからずとも影響を

与えていたことが推測できた。すなわち，今回

の実践で着目した見通しと振り返りが生徒Aの

主体的な学びに影響を与えたことが伺えた。 

② 生徒 B の場合 

生徒 B は「状況的興味の維持」は見られない

ものの「状況的興味の喚起」と「発達した個人

的興味」の状況が見られた生徒である。ALT と

のパフォーマンス課題では，語数は目標に到達

しなかったものの，ALTへの発表やそれ以外の

項目は目標を十分達成するほどの成果を出すこ

とができた生徒である。この生徒 B との会話の

一部を表 7 に示す。 

生徒 B は，今回の授業について，「何も学習

していないときに書く文章が全然書けな」かっ

たと述べており，英語はあまり得意ではなく，1

時目のこの課題には困難さを感じていたことが 

わかる。さらに，従来の授業との違いについて， 
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表 7：生徒 B のインタビューの内容（一部抜粋） 

〈インタビュー事例 B〉 

T:先生の授業の中で印象に残ってることはあ

るかな？ 

生徒 B:1番最初に書いた何も学習していない

ときに書く文章が全然書けなくてそれを

覚えています。 

（省略） 

T:いつもの授業との違いは何か感じたことは

あるかな？ 

生徒 B:振り返りのパーセントとかも違うし，

振り返りの時間が長くとられてるなと感

じました。 

T:それはどう思った？ 

生徒 A:いつも長くしてほしい。 

T:毎時間，振り返りをしたことで何か取り組

み方が変わったこととかあるかな？ 

生徒 B:前回はパーセントとか低かったりし

たところを次の時間とかに意識したりで

きたと思います。 

（省略） 

T:授業の最後に自己評価したことで次の授業

の取り組み方とか意気込みとか変化した

こととかあるかな？ 

生徒B:今回できなかったBのところとかをA

にできるようにもっと英単語とかを知ろ

うと思いました。 

 

「振り返りの時間が長くとられている」と感じ，

「いつも長くしてほしい」とその必要性を感じ

ている。また，振り返りで記述した内容を「次

の時間とかに意識」して，毎時の学習に臨んで

いたことが分かる。最後に自己評価をしたこと

への感想については，「B のところとかを A に

できるようにもっと英単語とかを知ろうと思」

ったことを話した。具体的な目標を明確にしな

がら英語学習への意欲へとつなげることができ

たことが推測できた。 

 以上のことから，振り返りシートに沿って，

毎時間の授業後に振り返りを行うことが，生徒

B のその後の学びに影響を与えたことが推測さ

れた。興味を発達させた要因として，自分の学

びを振り返ることが一つの重要な要素になって

いたのではないかと考えられる。 

ここでは 2名の生徒を取り上げてインタビュ

ーの結果をあげたが，他の生徒においても同様

の傾向があり，毎時の「振り返り」がそれぞれ

の学びに一定の好影響を与えていたことがわか

った。さらに，振り返りシートに沿って振り返

りを行うこと，またそれを一覧できることが，

前回の学びと今回の学びをつなげたり，学びを

メタ認知して客観的に見ることができたりして，

次の学習の目標を意識することを促していたこ

とが分かった。すなわち，振り返りによって，

自分の学びが可視化され，次の学習の目標を明

確にする手立てになったことが推測された。 

 

６. 成果と課題 

(1) 成果 

 本実践研究の成果として，今回の授業に取り

入れた導入段階の手立てが生徒の興味を喚起さ

せることに一定の効果があったことを挙げるこ

とができる。記述分析の結果から，ルーブリッ

クやモデルスピーチを行なったことで，これか

ら学ぶことの明確な見通しを生徒が持てたこと，

また，目標をたてたことが，目標達成のために

頑張ろうという生徒の意欲につながったことが

推測できた。1 時目に最終課題に挑戦させたこ

とについては，生徒はやや困難さを示しつつも，

興味が損なわれることなく，むしろこれからの

学習を通して学んでいこうという意欲や主体性

につながった生徒がいたことを把握することが

できた。導入段階において，生徒の興味や意欲

を引き出すことができたことが，その後の生徒

の学びに影響を与えたことから，今回の開発授

業は，主体的な学びの実現を目指す授業改善の

一方策として意義があったのではないかと捉え

る。さらに，今回作成した振り返りシートは，

こうした生徒の興味の発達，さらには生徒の学

びを可視化する支えになったのではないかと捉
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える。 

(2) 課題 

 本実践研究の結果を踏まえた指導上の課題と

して次の 3 点を挙げることができる。 

まず，興味を維持するための手立ての強化で

ある。今回の分析の結果，興味の喚起は約 80

パーセントの生徒に見られたのに対し，それを

維持できた生徒は約 50%とかなり減ってしまっ

ていた。興味を維持できた生徒の多くは，その

後も興味を発達させることができていたことか

ら，興味を維持する手立てについて考えること

が，興味の発達，そして主体的な学びの実現に

向けての手立てになると考える。その 1 つとし

て，インタビュー調査から振り返りを行うこと

がその手立てになり得るのではないかと考えら

れる。 

次に他者との協働的な場面の設定である。学

習に興味をもった生徒がその興味を発達させて

いく過程において，他者との関わりから大きな

影響を受けていることが読み取れた。特に，状

況的興味から個人的興味への転換において大き

な影響を与えることから，授業の活動の中に，

協働的な場面を取り入れることの重要性がわか

った。協働的場面の持ち方については，今後さ

らに研究していきたい。 

最後に，課題設定の難易度の問題である。今

回，興味が発達していかなかった生徒の原因の

１つとして，課題の難易度が生徒の実態に合わ

なかったことが挙げられる。生徒の実態に合わ

せて，頑張ればできるかもしれないと思えるこ

とで，生徒は主体的に取り組むことができる。

生徒の実態をとらえた指導の在り方については，

今後の検討課題としたい。 

 

最後になったが謝辞を述べる。S 市立公立中

学校の校長先生をはじめ諸先生方，第 2 学年の

生徒の協力により本研究を進めることができた。

また，本論文を書くにあたり，岡陽子先生から

熱心な指導をいただき，完成させることができ

た。関わってくださった全ての方々に深く感謝

の意を表する。 
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